
２０２３～２０２４年度 第８回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 総財務委員会 

開催日時 ２０２４年１月１１日（木）15：00～ 会 場 神事協会議室 

出 席 者 

担当副会長 山口英生 
委員長   古谷雄一 
副委員長  佐藤眞吾 
委員    星光昭  志村亥三六  吉田幸司  高橋康  野口謙次郎  諸井健一 
専務理事  酒井弘幸 
事務局   磯部崇  野口友弘 

 
○山口副会長 挨拶 

○古谷委員長 挨拶・議事進行 

 
＊報告事項 ＜12/18 理事会報告＞（古谷委員長より） 

１．委員会等の新規事業実施に際しての取扱いについて 

→ 12/7 総財務修正案にて承認された。 

 
２．財務関係事務の効率化（貸金庫の廃止（公印の取扱い））について 

→ 『委員会活動報告』の中で報告した。 

 
＊議題Ⅰ＜理事会への上程や提案事項＞ 

 
１．令和６年・新春賀詞交歓会の準備運営について 

1/25 に開催される新春賀詞交歓会の準備運営について確認がなされた。 

＜検討結果・確認事項＞ 

 ・総財務委員は 16：00 に会場へ集合し、開会までの来賓対応や受付等の対応を行うこととする。 

・当日、Ｒ５年入会者の吊り下げ名札に目印（シール等で）を貼付する。 

また、このことを 1/19 理事会で共有し、新入会員へのフォローについて協力を依頼する。 

・当日の次第案について一部内容を変更することが 1/12 正副会長会で確認された。 

1.開会の言葉 → 省略。 

3.（仮）当会会員サービスに関する取組み紹介 → 会員サポートセンターに関する取組み紹介 

8.閉会の挨拶は、山口英生副会長とする。 

・会員サポートセンターに関する取組み紹介については、業務支援委員会と広報情報委員会が 

担当する。（５分程度） 

 
２．来年度予算案（委員会取り纏め分）について（古谷委員長より） 

このたび各委員会より予算要求案が提出され、一旦 12/18 理事会へ報告したが、現状、一般会計の 

収支が△3,064,936 円となっている。この状況を改善するため、12/27 付で各委員会へ是正検討を 

依頼した。（回答期日 1/29） 

次頁へ 

 



 
＜意見等＞ 

・全国大会とあわせて開催される『女性交流会』参加者にも補助を行うべきではとの意見もある。 

また、同好会（ゴルフ、ＢＩＭ、省エネ、大山講）への補助を検討してはとの意見もあった。 

・日事連単位会組織強化支援事業を活用する際、本会としての取り纏めはどこが担っているのか。 

→ 希望する委員会が個々に申請を行っている。 

＜検討結果・確認事項＞ 

・各委員会より提出された是正分が取り纏まり次第、委員会で共有する。 

・全国大会補助予算の中で、大会式典、青年話創会、女性交流会それぞれの割振りを改めて検討する。 

・各委員において、その他見直し可能な項目の見込みを付けておく。 

 
３．総財務委員会における来年度事業について（入会キャンペーンなど） 

来年度事業の中で、おもに入会キャンペーンの実施について検討が行われた。 

12/22 支部長会での意見交換の報告（古谷委員長より） 

実施期間や無料期間の設定について様々意見が出されたが、実施期間は通年がよいとの意見が 

多数であった。また、本会や支部の活動に参加すると無料期間が加算される仕組みはどうかとの 

意見もあった。 

＜意見等＞ 

・今後の収支推移を考慮すると、本キャンペーンの実施はあと３回（年度）くらいではないか。 

終了するタイミングや、終了したことによる影響を含めて考える必要がある。 

・職能団体であることを会としてもっとアピールすべきでは。 

 
入会金＆会費無料キャンペーン チラシ内容の見直し（担当：志村委員、諸井委員） 

志村委員より、現在改めて内容を見直し中であることが報告された。 

＜意見等＞ 

・事務所登録で来会された方へ案内チラシを渡すことはできないのか。 

→ 特に根拠はないが、現状は自主的に案内していない。「今まで～だった」を継続する 

必要はないが、行う場合は足固めも必要。（酒井専務） 

・『令和６年度』とのみ記載し、具体的な期間は記載しないというのはどうか。 

・4/1～3/31 ときちんと明示したほうがよいのでは。 

・キャンペーンを知った日（明確ではないが）から３ヶ月間。のような限定方法はいかがか。 

・サポートセンターに特化したチラシがあるとよい。 

 
入会者へのアンケート実施に係る内容の検討（担当：星委員、吉田委員） 

星委員より、アンケート項目の修正案の説明がなされ意見交換が行われた。 

＜意見等＞ 

・青年部会の活動に関する項目を追加いただきたい。 

・項目の①と②、③と④はそれぞれあわせてもよいのでは。 

・アンケートの大項目は２つ程度がよい。                    次頁へ 

 



 
＜検討結果・確認事項＞ 

・3/21 理事会への上程に向け、キャンペーン期間、会費無料期間、活動に応じた無料期間の 

加算などについて次回改めて検討を行う。 

・アンケートは、①と②、③と④の項目をそれぞれあわせる。 

・本日確認した入退会理由のデータを各委員会と共有する。 

 
＊議題Ⅱ＜その他検討事項＞ 

 
１．財務状況について（事務局より） 

１２月期の収支が確定したため、改めて今年度４～１２月までの収支状況と、１～３月までの 

収支見込みを報告する。 

なお、適合証明技術者登録業務のおもて年であること、また、人件費関連の支出が当初予算より１名 

減になっていることを踏まえると、一般会計における年度末の収支見込＋56,362 は大変厳しい状況で 

あり、新規事業の開拓など、早急に検討する必要があると考える。 

＜検討結果・確認事項＞ 

・次回以降、毎回収支状況を確認する。 

 
２．その他 

保存期限が経過した会計帳簿の処分について（事務局より） 

保存期限（会社法、一般社団法人及び一般財団法人法に関する法律により１０年）を経過した 

会計帳簿（2008 年度分 2 箱、2009 年度分 2 箱、2010 年度分 5 箱、2011 年度分 3 箱、2012 年度分 

2 箱）が地下会議室に保存されている。今回、これらをヤマト運輸の『機密文書リサイクルサービス』 

を利用し処分したいがよろしいか。 

＜検討結果・確認事項＞ 

・該当する 14 箱をヤマト運輸『機密文書リサイクルサービス』を利用の上、処分する。 

・今後、保存期間が経過した帳簿書類等については、経過対象年度終了後、都度処分する。 

 
令和６年能登半島地震への義援金について（古谷委員長より） 

本日 1/11 正副会長会において、今般発生した能登半島地震への義援金を当会として集めることが 

確認された。集める方法としては、ストアーズを活用する案があがっている。 

 
次回の委員会開催日程について 

2023～2024 年度 第 9 回 総財務委員会 

開催日時：2024 年 2 月 1 日（木）15:00～17:00 

 
以上 

 
 

 


